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日本と西 ドイツ の 体力 ・ ス ポーツ lt関する比較研究

鬼 塚 幸一、　 （鹿児 勘工 業高等専 門学校）．

岡 田 　猛、藤 島仁兵 （麗児島大学 ）

多 々 納 秀雌、徳 永幹 雄、　 （九 州大学 ）

　　国 騒 比 較 、行 動 特 性 、態 度 、価 値 意 識 、国 民性

　 最 近の 総 理 府 調 査 に よ る と
．・年 間 に 伺 ら か の ス Pt　一・ツ に

参 加 す る一般 成 入 は 7 割近 くに 達 レて い る．こ の 十 年余 り

の ス ポー
ツ に み ら れ る 大 衆 化 。高 度 化 の 進 展 は 注 目 に 価す

る 現 象で あ る。しか し、わ が 国 の ス ポ
ー

ツ の 大衆化 ・高度

化 が 余 りに も 急 激 で あ っ た た め、そ こ に は ス ポ ーツ を め ぐ

る 外 的 （据 設，グ ル ープ や ク ラ
．
ブ、指導者 な ど の 条件 的 基

盤 ） あ る い は 内 的 （
．
人 々 の 態度や 価値意識、行 勳橡式 に 関

わ る もの ） な 諸 側 面 に 関 す
．
る様 々 な 閤 題 ・課 題 あ る い は矛

盾 が指 摘 され て い る こ と も確か で あ ；］、い ろ い ろ な 角度 か

ら の 研 究 が な され て き て い る。
．

　 そ こ t 、今 回 は 日本 と 西 ド イツ の 国 際比 較 調 査 に よ っ

て ．日本 人 の ス Pt　r ツ に み られ る 行 動 特 性、そ して モれ を

規 定 ナ る ス ボ
ー

ッ に 対す る 態度や 価 値 意 識 な ど の 類 似性 あ

る い は 異質 性 を 明 ら か に す る こ と に よ り、日本 人 の ス ポ
ー

ツ の 特 性 、更 に は 日 本 入 の 国 民 性 を 究 明 す る こ と に し

た，
2 ．調 査 の 概 娶

　 （1） 調 査 内 容

　実 施 した 調 査 は ．．「体 力
・ス ポ

ーツ に 関 す る 調 査 」 と

「ス ポ ー
ツ に 関 す る 調 査 」 の 二 毬 類 で あ る．前 者 は 昭 和 54

年 10月 に 鯰 理 府 よ り発行 さ れ た 「捧力 ・スポ ー
ツ に 闃す る

世 論 調査 」 を参 考 と した。後者 は、徳永 らの ス ポ ーツ 行動

予 測．Kenion の ス ポ
ーツ へ の 態 度、　 Edvetrds の ス ポ

」
ツ の

価 値 意 識 ．Snsoderの ス ポ
ー

ツ に お け る総 理 意 識 な ど に

．
関

す る 各 々 の 測 定 項 目 を予備調査 に よ う て 精選 し た も の で あ

る。い ず れ も ，日 本 人 や 才
一

ス トリ ア 人 の ドイ ツ 諸 専 門 家

及 び 西 ド イ ツ の ス ポ
ー

ツ 研 究 者 と に よ o て 協 同 討 議 の 上

で 、翻 訳 や 内 容 の 検 討が な され て きた もの
Ltt

ある ゐ

　 以 下 紙 幅 の 制 約 に よ り，　 「体 力 と ス ポ 「 ．ッ K 関 す る 調

査 」 結 果 の 内 容 を 摘 記す る t と に し た い ．

　 〔2）調 査 の 対 致．時期

　 同本 及 び 西 ドイ ツ の 大 学 生 を対 象 と した 。日本 は 昭
．
和 5B

年 12月、九 州、山 ロ 地 区q 国 公 私 立 の 大学の 体 育授 業を 利

用 し、西 ドイ ツ は 昭 和 58年 6月．才ル デ ン ブル グ大 学に お

い て 個 人 的 に 依 頼 し て 実 施 した 。

3 ．結 果 の 要 約

（1冫 目 己 評 価 で 「健 康 で あ る亅 と答 え た 者 の 割 合 は 西 ド イ

ツ ．別 け て も 女 子 に 高 か った （女 …P＜O．05）。

（2｝ 憾 康 、体 力 に 「常 に 注意 をは ら o て い る 」 と 答 え た 者

の 割 合 は 西 ドイ ツ に 多 か っ た （男 女…Pく0．01〕。

（3）憾 康、体 力への 注 意内容は 、日本で は 睡 眠 、休 養 が 多

く て ス ボ
ー．ツ 拮 動 は 少 な く 消極的健 康管 理型 で ある の に 対

し て ，西 ド イ ツ は ス ポ ーツ 活 勳 が 中 心 と 諭 り積 極 的 健 康 管

理 型 で
．
あ る．

（4）　「人並 に 体 力が ある 」 と 評価 した 者は、酉 ドイ ツ の 男

女 と も に 多 か っ た （男．PくD．05、女．　 P（0．0ユ）．

〔5） 男 女 と も西 ドイ ツ に 疲 労 感 が 「よ く あ る 」 や 「時 々 あ

る 」 と 答 え た 者 が 多 く ．日 本 に は 「そ う い う こ と は な い j

と答 え た 者．が 多 か っ た （男 女 …P《O．Ot）。し か し 、仕 事

　（勉 強 ） に 対 し て 「無理 が き く」 と 答え た 者 は．男女 とも

日本
．
が 圧 倒 的 に 多 く、西 ドイ ツ に r無 理 が

．
き．か な い 」 と答

え た 者 が 多 か っ た （男女…Pく臥 0覧）。

（e） 運 動 欲 求 や 運 勤 不 足 は．日 本 の 女子 に τ感 ず る C と が

あ る 」 ど答 え た 者 が 多 か っ た （女…P〈0，01）。

（7） ス ポ ーツ 活 動 で は1 軽ス ポー
ツ の 霙 施程 度 が 両 国 と も

そ の 他 の ス Pt　一ツ 種 別 よ り多 くな っ て い

．
る
’
。 しか し、野 外

ズ ポ
ー

ッ で は 西 ド イ ツ が 、競技 的 ス ポ
ー

ツ．で は 日 本が 多 く

それ ぞ れ の 国 情 や 国 民 性 の 相 違 を 示 して い る。
（0） 野 外 ス ポ

ー
ツ で は 、両 国 と も 水 泳、サ イ ク リ ン グ ，ハ

イ ギ ン グが 三 大 種 R と し て 共 通 して い た が、そ の 実 施程度

で tま西 ドイ ツ カ｛多 力i
っ ．た o

〔9） ス ポ
ー

ツ ク ラ ブ 所 属 は、日本が 学校 中心 で ．西 ドイ ツ

は 学 純 h 鋤 域 ク ラ ブ が 中 心 で あ る 。掴 入動 概は ．日 本 が 親

睦 中 心 に 対 し て 西 ド イ ツ は楽 しみ や 継 続 性 淋 重 要 筏 さ れ て

い た 。

〔10）　個人 的に 行 う理 由 と し て ．酉 ドイツ．は 「仲 間 と す る

気 が な い 」 と い う理 由 が 日本 に 較 べ て 多 く国民 的 な意 識 誰

を 示 唆 し て い る。

（il）　 西 ドイ ツ の 女 性 は、 「運 勳 不 足 感 沸 な い 亅 と答 え た

者 が 多 く （Pく0．OD 、「身体 の 鍛蜘 め実 施理由や ジ 8 ギ

ン グ．サ イ ク リ ン グ 、サ ッ カ
ー

な ど の ス Pt　一ツ を好 む こ と

な ど、日本 の 女 性 に 鮫 ぺ て 著 し い 相 違 が あ るこ とか ら ス

ポ
ー

ツ 括 動 に 対 し．て 積極 的 で ある，
〔12）　国 際 大 会への 関心 は、日本が 9 割の 関心 を もち、西

ドイ ツ で は 男 子 5 割 、女 子 7 割 で 関 心 が．低 い （男 女 …P（

0，01）。ま た 、日 本 の 男女 ！に 「大 い に 行 っ た 方 が よい 」 と

答 え た 者 が 多 く、西 ドイ ツ で は 「今 の まま で 十 分 亅 や 「わ

か ら な
・い 」 と答 え た 者 が 多 か っ た。

（1の　子供 の 体 力感 で は 、日本 の 男女 に 「体挌 は向 上 した

が 体 力 槍向 上 し て い な．い 」 と．答 え た 者 が薯 し く多 か っ た

（男 Pt−・Pce．ol）。ま た 、日本 の 子供 は運 動不足 に な っ て

い る 」 と 答 え た 者 が 多 か った （男 女…PくO．01〕。

　 そ の 他 に も 興 味 あ る 知 見 が み い だ さ れ た が、しか し、こ

．れ ら は 表 面的 に と ど ま っ て い る の で 、今 後 更 に 国 際比 較研

究 と し て 構 造 的 に 、ま た 異 な る 角 度 か ら の 分 析 を加 え る 必

要 が あ る。
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